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はじめに 
 

 一般に愛玩動物とは、愛玩用に家庭などで飼育されている動物のうち、特に愛玩飼育を目

的として改良・繁殖が行われてきた動物種を指してきた。 

現在わが国では多くの家庭で種々の動物が愛玩目的で飼育され、ヒトと愛玩動物との距離

が短縮し、濃密な関係が作られている。ペットフード工業会の調査（2005 年）によると愛玩

動物のうち、わが国で最も多く飼育されているイヌは全国で約 1300 万頭、またネコは 1200

万頭が飼育されていると推定され、その数は年々増加傾向にある。飼い主に対して安らぎを

与えるなどのほか、飼い主との心理的な交流や相互依存関係も生ずるなど、人間の生活に対

して有形・無形の貢献をしてきた。さらに最近では、これら従来からの飼育されているイヌ

やネコに加えて、野生のげっ歯目動物や爬虫類のような、いわゆるエキゾチックペットの愛

好者も増加している。 

 一方、このようないわゆるペットブームが愛玩動物由来感染症の増加などの新たな公衆衛

生上の問題を引き起こす可能性も指摘されている。人と人以外の脊椎動物の両方が同じ病原

体に感染するとき、これは動物由来感染症または人獣共通感染症と呼ばれる。動物由来感染

症の原因となる病原体のほとんどは各種の動物が保有していることから、人間と動物の距離

が近くなるほど感染の危険性は高くなる。このため、動物由来感染症の予防の観点から愛玩

動物はその感染源として最も注意しなければならない動物の一つである。 

 本ガイドラインは、愛玩動物が飼い主等に及ぼす効用を保ちながら、動物由来感染症によ

る健康被害の発生を最小限のものとするため、愛玩動物の衛生管理の徹底を図ることを目的

としてまとめられた。 

 

愛玩動物ってなあに？

従来からの愛玩動物

イヌ、ネコ、ウサギ、
小鳥（ブンチョウなど）、金魚など

エキゾチックペット

カメ、イグアナ、ヘビ、リスザル、
リス、鳥類（オウムなど）、
魚類（野生由来のもの）など

学校飼育動物

ウサギ、ニワトリ、
カメ、金魚など愛玩飼育に向いている 一般的に

愛玩飼育に不向き

愛玩動物ってなあに？

従来からの愛玩動物

イヌ、ネコ、ウサギ、
小鳥（ブンチョウなど）、金魚など

エキゾチックペット

カメ、イグアナ、ヘビ、リスザル、
リス、鳥類（オウムなど）、
魚類（野生由来のもの）など

学校飼育動物

ウサギ、ニワトリ、
カメ、金魚など愛玩飼育に向いている 一般的に

愛玩飼育に不向き
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Ⅰ 愛玩動物飼育による動物由来感染症の対策の概要

愛玩動物飼育の効用

・生活の質の向上
・情緒的な安定
・身体機能、精神機能などの回復

等

愛玩動物飼育の問題点

・動物由来感染症による健康被害
等

その他影響を与える要因
①行政
・動物由来感染症の普及・啓発

②獣医師
・愛玩動物の健康管理
・飼育者への普及・啓発

③医師
・動物由来感染症患者への普及・啓発

④動物取扱業者
・販売動物の衛生管理
・飼育者への普及・啓発

等

Ⅱ-１

Ⅱ-３

Ⅱ-４

Ⅱ-２

適切な感染症対策
・動物の健康管理
・衛生的な飼育
・衛生習慣の向上

等

ガイドライン
記載箇所




